
 

 

 

 

 
 

振り返ってみると、感染症の蔓延や戦争の長期化、豪雨や地震などの災害の発生等、平和な毎日

は当たり前ではないと思い知らされる出来事が続いた１年でした。そのような中、生徒たちと教職

員で精一杯紡いできた令和６年度が修了します。１年をかけて大きく成長した生徒たちは今、充実

感と達成感、満足感を味わっているのではないかと思います。保護者の皆様にも高根中の教育活動

を支えていただき感謝の気持ちで一杯です。 

 明日からは春休みです。この一年間の生活を振り返り、次の学年での目標や努力する点をはっき

りさせておいてほしいと思います。これからも自分の中にある様々な可能性を切り拓き、互いに助

け合い、切磋琢磨しながら「なりたい自分」をめざして頑張ってほしいと思います。 

ありがとう３年生 卒業証書授与式                            

好天に恵まれた３月１１日に、第６６回卒業証書授与式が、厳粛ながらも温かい雰囲気の中で行

われました。卒業生は8日に同窓会役員の皆様をお招きして、同窓会入会式を行い、いよいよ卒業

の時を迎えました。 

今年は在校生の合唱も復活し、式に花を添えました。卒業生の堂々とした態度や、涙をこらえて

呼びかけや合唱に取り組む姿は、中学校最後の授業にふさわしいものでした。在校生・教職員一

同、卒業生の輝かしい未来への門出を応援しています。 

1年生雅楽鑑賞および体験授業                             

 ３月１５日に１年生は音楽の授業で、グローカリー山梨「雅梨会」の皆様をお迎えして、雅楽の

演奏を聞いたり、体験をしたりしました。雅楽は日本に古くから伝わる伝統的な音楽で「現存する

最古のオーケストラ」とも称されています。生で「越天楽」などの演奏を聴く機会はめったにない
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上に、貴重な楽器に触って音を出してみることができ、伝統的な音楽を少し身近に感じることがで

きました。 

「令和６年度山梨県教育指導指針」 

「山梨県教育大綱」、「山梨県教育振興基本計画」の方向性に基づいて、来年度は、以下のことに重点を

おきながら、県内の中学校において教育が進められていきます。 

 

◎子供主体の授業への授業観の転換 

 〇授業において一人一台端末などのICT[環境を活用した、主体的・対話的で深い学びを充実する。 

 〇課題解決型の探究活動やSTEM教育等の教科等横断的な学びを充実する。 

〇「確かな学力の育成」… 学習指導要領の趣旨を踏まえた、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を

一体的に充実し、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善及び評価に取り組み、新しい

時代に必要となる資質・能力の育成に努める。  

〇豊かな心の育成…豊かな心の育成を目指し、学校の教育活動全体を通じて、安心できる環境づくり及

び児童生徒一人ひとりに対応した切れ目のない組織的な支援に努める。  

〇 健やかな体の育成…学校の教育活動全体を通じて、自ら運動を実践する態度を育成し、体力向上を

図り、食育並びに心身の健康の保持増進及び安全に関する指導を相互に関連させながら、望ましい生活

習慣の形成に努める。  

〇地域や世界で活躍できる人材の育成…地域の特色を生かした学習活動を通して、郷土への理解を深め

ることができるようにするとともに、児童生徒一人ひとりがグローバルな視点を持ち、社会的・職業的

自立に向け、将来に必要な基盤となる能力や態度の育成に努める。  

〇特別支援教育の充実… 特別支援教育に関する専門性を高め、多様な学びの場（通常の学級・通級に

よる指導・特別支援学級・特別支援学校）における教育の充実に努める。  

〇学級経営・ホームルーム経営の充実 

 ・教師と児童生徒との信頼関係及び児童生徒相互のよりよい人間関係を育てる土台となる、学級・ホ

ームルーム・学年等の集団づくりに取り組む。 

 ・児童生徒が所属感・自己肯定感・自己有用感を持つことができるよう、集団・個人として課題解決

に向けた目標や方法・内容等をまとめたり、決定したりする活動を行い、一人ひとりのよさや可能性を

生かすよう取り組む。 

 

 私事ですが、本年度末で役職定年を迎えます。３８年の教職生活の中で、高根中学校には計１１年お

世話になりました。たくさんの思い出と感謝の気持ちを胸に校長職を終えることができます。これから

は高根中学校の益々の発展を、地域の一員として応援していきます。ありがとうございました。 


